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８．埋戻し時

はあくまで計画段階

の品質確保および

現場揚水試験にて地下水位

計測結果を逆解析でフィッティングすること

にフィードバックする情報化施工

による底版改良の

年 8 月 

鉄道総合技術研究所，pp429

地下水位低下量

最終掘削時)

地下水位
低下量(m)

2号
左側

2号
右側

-4.15 -8.11

）
-0.13 -0.22

図 3 解析モデルと

リバウンド量

STEP

リバウンド

2号左側

初期状態 0.0

時 0.3

次掘削時 0.6
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